
会　議　録 令和６年12月26日作成 令和10年３月末日廃棄

会議名 　京都府上京警察署協議会（令和６年度第３回）　

開催日 　令和６年12月10日（水曜日）

時　間
１　午後１時から午後１時30分までの間（30分） 

２　午後２時から午後３時までの間（60分）

場　所
１　京都府上京警察署　講堂 

２　京都府警察直轄警察犬訓練所

 　山田会長、北川副会長、大橋委員、坂本委員、岡本委員、出嶋委員、栗原委員、 

 　（欠席　ハッカライネン委員、長谷川委員）　　　　　　　　　　　　計７人

出席者 

 　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長、 

　交通課長、警備課長、広聴相談係長　　　　　　　　　　　　　　　　計10人

諮　問 　
犯罪鑑識について

事　項

 １　署長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　副署長 

 ２　会長挨拶 

 ３　協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　会長 

 　(1) 諮問事項説明 

 　　　犯罪鑑識について～刑事課長 

 【委員】先日、京都府警察本部で行われた警察署協議会会長会議に参加し、２件の 

 　　　事例発表があった。内容は資料が皆様にも配布されているため、確認をいた

 　　　だきたい。 

会　議 　　　　また、先日、上京区役所において市政協力員の方に対する総会で、原田生

内　容 　　　活安全課長から犯罪抑止対策についての話があった。 

 　　　　皆様にも配布させていただいた「防犯ステッカー」を私は早速自宅の玄関

 　　　に貼り、裏に住む長男にも渡した。 

 　　　　防犯カメラも同じであるが、抑止力を形にする上では大切なものだと感じ

 　　　ている。 

 　　　　本来なら被害に遭いやすい高齢者宅に配布されるべきだと思うが、高齢の

 　　　方ばかりが貼ると標的になりやすいこともあるため、多くの方の御理解を得

 　　　て効果的な抑止力が働くことを期待したい。 

 　　　　本活動について我々がお手伝いできることがあれば、大いに活動したいと



 　　　考えている。 

 【委員】犯罪捜査は、鑑識係員が採取する現場資料や各種手続きによって収集され

 　　　る証拠資料の保全が大切な部分であることが分かったが、その管理について

 　　　はどのようにしているのか、ドラマで、内部犯行、特に警察幹部が証拠を廃

 　　　棄や改ざんする場面を目にしたことがある。ドラマではあるが、実際にその

 　　　ようなことがあるかもしれない。そのような対策はいかに行っているのか。 

 【警察】証拠品や資料の管理は厳重に行っている。 

 　　　　少し話は変わるが、何度も盗みを繰り返す泥棒には個々の特徴がある。こ

 　　　の特徴を元に被疑者を捜査する「手口捜査」という手法がある。 

 【委員】警察官をかたる詐欺事件が発生している昨今、自宅に「防犯カメラ映像を

 　　　見せてほしい。」と大阪府警察の私服警察官が来られた。若い刑事さんが丁寧

 　　　に警察手帳を見せてくれたが、私も含め一般人は警察手帳など見たことがな

 　　　い。本物かどうか分からないのが実際であった。私は刑事さんから名刺をい

 　　　ただき、防犯カメラ映像を確認する理由を尋ねた。 

 　　　　刑事さんは丁寧に対応してくれた。念のため、刑事さんが勤務する警察署

 　　　に電話で確認をした。警察署も丁寧に対応してくれた。 

 　　　　私の家の場合、防犯カメラ映像の確認は、自宅に上げることになる。私服

 　　　の刑事は一見しただけでは本物かどうか分かるはずがない。だから完全に分

 　　　かるまで自らがしっかりと確認を行う必要があると感じた。 

会　議 　　　　今回の説明を聞き、犯罪捜査というのは鑑識捜査に加え、我々一般人との

内　容 　　　信頼関係の積み重ねなどもあって成り立っているのだと感じた。私も捜査の

 　　　一翼を担ったのだなと誇らしく思った。 

 　(2) その他（直轄警察犬訓練所視察を終えて） 

 　　・　どこの会社組織にもあることだが、会社にはいろいろな部署があり、その

 　　　業務内容はある程度分かってはいるが、見た目だけでは分からないことが多

 　　　い。警察署協議会の目的は、我々が感じたことを提言させていただいてそれ

 　　　を改善していただく、あるいは押し進めていただくことであるが、今回、我々

 　　　が知らない分野のこと、普段見られないところを視察させていただき、改め

 　　　て感謝している。 

 　　・　前回の視察を含め、警察の方々は様々な訓練をされている。そのお陰で、

 　　　安全安心が成り立っていることを改めて感じた。 

 　　　　報道でしか知らなかったため、とても新鮮に感じた。 

 　　・　警察の活動についてテレビで放映がされている。現場で大変な思いをしな

 　　　がら活動されていることが分かるが、この根幹となるものが今回の警察犬の

 　　　訓練の視察を経て感じられた。どのような部門であっても日々の訓練が大切

 　　　であると感じた。訓練の様子を取り上げることは少ないが、このような点を

 　　　ＰＲすることも警察の仕事に対する理解や信頼を高めることができるのでは

 　　　ないかと感じた。 

 　　・　一番強く感じたのは係員の皆さんが警察犬の訓練という仕事自体を楽しん

 　　　で行っているという点であった。遊び感覚というか仕事に対する姿勢が警察



 　　　犬との信頼関係が構築できていると感じた。 

 　　　　我が身を振り返り、楽しく仕事ができているかと考えさせられた。 

 　　　　我々の知らないところを見せていただき感謝している。私は医療現場で働

 　　　いていることから、医療と警察が連携して地域の方々に返していけるような

 　　　ことを考えていきたい。 

 　　・　警察犬の訓練を見たのは初めてで、そのほかにも初めて知り得たことがた

会　議 　　　くさんあった。警察の方の活動や地道な訓練のお陰で私たちは守られている

内　容 　　　ことがよく分かった。 

　　　　今、小学校と高校で本部役員をしている。子供たちに伝えられることは私

　　　の方から伝えていきたい。また地域の方々にも伝えていけたらいいなと思っ

　　　ている。 

４　事務連絡 

　　令和６年度第４回京都府上京警察署協議会は、令和７年１月20日開催の予定で

　ある。 

                                                                    以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３回京都府上京警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


